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1. まえがき

Introduction 

日本の大学の研究用原子炉の中でも UTR-Kinki
は熱出力 1ワットと原子力発電所のものに比べて桁違

いに小さい。しかし現在原子炉等規制法などに基づき

商業用炉と同じ厳格さで規制され原子炉周辺の放射線

監視や作業者および周辺公衆に対する放射線防護，そ

の他非常事態に備え防災計画および訓練など不断の努

力が続けられている。

近畿大学原子力研究所における昭和55年4月現在の

放射線作業従事者は原子炉施設，放射性同位元素など

使用施設， X線解折装置およびガスクロマトグラフィ

などの使用において32名および管理区域随時立入者は

職員および薬学部，理工学部原子炉工学科および化学

科学生80名，計112名が放射線管理の対象となった。

昭和55年度一年間の原子炉の運転状況は最高熱出力 1

ワット，延1，071時間，延熱出力 940.5W.hrであっ

fこ。

放射性核種の利用に関しては市販 RIについては
3H， 51Cr， 32p， 1幻Iなど22種，総 17.33，μCiを購入し

トレーサーとして，密封小線源、 60CO，137CS (最高 17

mCi)を線量率計など放射線測定器の較正に用いてい

る。 この他，他事業所，原子炉施設での照射物質，

*理工学部原子炉工学科

198 Au， 56Mn， 65Znなどの RIの持込みがなされてい

る。

昭和55年度の公式行事の主なものとしては10月25--

27日に科学技術庁原子力安全局原子炉規制課の原子炉

定期検査， 11月13日に保安規定遵守事項の聴取会， 12 

月12日国際原子力機関 (IAEA) による査察および昭
和56年2月6日に都立アイソトーフ。総合研究所を中心

とした地震安全対策委員によるトレーサー・加速器棟

の視察が行われた。地震安全対策委員会の視察は，地

震時における放射性物質使用施設の耐震性などを検討

するために行われた。施設および運用の現状を前もっ

て行われたアンケートをもとに視察し科学技術庁原子

力平和利用の委託研究の基礎資料とするが，現実問題

として，関西地方は地震発生が少なく，本施設におい

ても経験がないだけに地震に対する安全対応が少な

く，今回の地震時の安全対策に関するアンケート項目

そのものが災害時の安全チェックポイントになるので

平常時の管理対策を完全にするととが災害時に通じる

と思われる。なお本施設においては地震等災害により

生じる放射線放設の火災発生などの想定のもとに年1

回の防災訓練を昭和55年12月6日に実施した。防災管

理組織分担にもとづき，消火活動および放射性物質取

扱い用空気ボンベ付防護マスク着用による作業などの

デモンストレーションも行われた。
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2. 個人管理

Personnel Moni toring 

断のうち血液検査は従来通り年2回大阪血清臨床検査

所に測定を依頼している。検査項目，末梢血液中の白

血球数，赤血球数，血色素量および末梢血液像(白血

球百分率)について第1表~第4表にそれぞれ検査結

果を示した。 これによると白血球数において3，000--

4，000/mm3 0::作業従事者が1名いたが， 末梢血液像

2.1 健康診断の実施

放射線作業従事者および随時立入者に対する健康診

第 1表白血球数

区 う子 作 業 1!t 事 者 随 時 立 入 者

検 査 年 月 昭和55年4月 昭和55年11月 昭和55年4月 昭和55年11月

8000以上 8人 6人 8人 12人

白 7000-8000 2 3 15 11 
血

球 5000-7000 19 22 52 39 

数

( /mmヌ)
4000-5000 2 7 17 

3000-4000 1 O O 

計 32人 33人 82人 79人

第2表赤血球数

区 分 作 業 従 事 者 随 時 立 入 者

検 査 年 月 昭和55年4月 昭和55年11月 昭和55年4月 昭和55年11月

500以上 19人 12人 64人 47人

赤

血
450-500 13 20 15 31 

球 400-450 O l 3 l 
数

(万/mm3)
350-400 O O O O 

350以下 O O O O 

計 32人 33人 82人 79人

第3表血色素量

区 分 作 業 従 事 者 随 時 立 入 者

検 査 年 月 昭和55年4月 昭和55年11月 昭和55年4月 昭和55年11月

(g 量血皇/dt) 

17.6以上 0人 1人 0人 0人

14.7-17.6 23 21 73 70 

11.5-14.7 9 11 9 9 

計 32人 33人 82人 79人

- 64ー



Vo1. 18 (1981) 近畿大学原子力研究所年報

第4表白血球百分率

区 分 イ乍 業 f是 事 者 随 時 立 入 者

検査年月 昭和55年4月 昭和55年11月 昭和55年4月 昭和55年11月

好 中 球 28.3~71.2% 30.2~71. 4% 34.5~76.2% 31. 5~67.6% 

好 酸 球 0.2~18.4 0.4':-'17.2 0.5~ 8.6 O.1~10.9 

好塩基球 O~ 2.2 0.1~ 1.3 O~ 2.5 O~ 1.2 

リンパ球 20.1 ~64.0 21. 5~61. 8 12.2~58. 。 20.8~58. 7 

単 球 2.2~ 9.3 2.6-6.7 0.7~ 9.6 2.2~ 8.2 

非染色球 0.2~ 2.9 0.8-2.6 0.6~ 4.1 0 .4~ 2.8 

には異常がなく，標準人の生理学的変動の範囲にあ

り，その他の臨床所見も異常は認められなかった。そ

の他皮膚，爪の異常および、水晶体の混濁など放射線被

ばくによると思われる異常はなかった。

2.2 個人被ばく線量の管理

個人被ばく線量の測定は広範囲用 (x，γ，β線〉あ

るいは中性子線用フィノレムバッジおよびポケット線量

計などを用いて，利用頻度に合せて 1ヶ月毎あるいは

3ヶ月毎に現像を業者に依頼した。また必要に応じて

熱蛍光線量計 (TLD，松下電器製， UD-200S)あるい

は TLDリング (UD-ll0S)を用いてそれぞれ被ばく

全身線量および局所被ぽくなどの測定を行った。アラ

ームメータ(理研製， PAD-IOOおよび富士電機製)

を用いて調査レベル(1日50ミリレム)をこえないよ

う努力している。フィノレムバッジ，線量計などによる

3月間の個人被ぱく集積線量を第5表に示した。乙れ

によると 3月間の個人被ばく集積線量は最高70ミリレ

ムで，最大許容集積線量に達したものはなしまた中

性子線用フィノレムバッジによる測定で検出限界以上は

皆無であった。しかし作業時の被ばく線量の管理目標

値をこえた場合が 1回生じた。これは他原子炉での照

射試料を当 RI施設で処理する作業で起ったもので原

因としては照射試料による作業場の線量の高レベルが

考えられる。作業時の遮蔽，作業時間の短縮を実験計

画とともに十分考慮に入れ，実験作業中の線量測定の

徹底を心がける必要がある。

また中性子線用フィノレムバッジによる測定で，検出

限界以上に被ばくしたものはなかった。原子炉施設お

よび RI棟においても全く内部被ぱくの予想される事

例はなかった。

第5表個人被ぱく集積線量

区 分 7 Tごと125以下 25-49 50-99 100以上 計

昭和55年A月-6月 31人 1人 0人 0人 32人

放告業従書 7月-9月 32 。 O O 32 

10月-12月 33 O O O 33 

昭和56年1月-3月 33 O O O 33 

随時入立者

職員
昭和55年4月~

2 O O O 2 
昭和56年3月

学生
昭和55年4月~

81 O 1 O 82 
昭和56年3月

* ~10 ミリレム以下、は 5 ミリレムとして集積した。
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3. 研究室管理

3.1 空間線量率の測定

当所の放射線施設，原子炉施設およびトレーサー・

加速器棟における空間 γ 綜線量率の測定は原子炉施

設においては連続記録の綜合モニタの他，電離箱式

(Aloka製 ICS-I0lおよび ICS-151など)， GM 管
Labora tory Moni toring 

第6表 フィルムバッジによる月間集積線量
単位:ミリレントゲン

昭和 55年 昭和 56年

調t 定 位 置

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

原子炉室:入口壁 <10 <10 <10 20 <10 10 <10 <10 <10 <1(1 <10 <10 

原 原子炉遮蔽タンク:上部 <10 <10 180 80 60 220 60 <10 250 80 70 100 

子
中性子源照射室:入口 <10 <10 30 <10 20 20 20 <10 30 20 <10 <10 

炉

施
核燃料物質取扱場所 <10 <10 30 <10 <10 20 <10 <10 10 <10 <10 <10 

設 核燃料物質保管場所 <10 <10 10 <10 <10 20 <10 <10 20 <10 20 <101 

コントロール室:壁 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <101 

加速器コントロール室 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 

H-l 室 <10 <10 <10 <10 10 <10 <10 <10 10 <10 <10 <日

RI 
RI H-2 室 <10 <10 10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 

ト
験室実

レ
L-l 室 <10 <10 10 <10 20 20 20 <10 <10 <10 <10 <10 

L-2 室 <10 <10 <10 20 10 20 <10 <10 20 <10 <10 <10 

サ

R 1貯蔵庫前:廊下 <10 <10 <10 20 <10 <10 <10 <10 10 <10 <10 <10 

. 
排気機械室 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 

力日

速
排水ポンプ室 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 

器 L - 1室 外壁 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 30 <10 <10 <10 

棟

保R1廃管棄庫物
扉前 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 

外 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 く10 <10 <10 <10 

周辺監視区域境界 (4ヶ所) <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 <10 

原子炉運転延熱出力 (W.h r) 2.7 12.8 147.4 101.7 O 235.4 72.8 O 187.7 78.7 56.8 43.5 

一一一
po 
po 
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式サーベイメータ(富士電機製， SM-102およびAloka

TGS-103など)を， また1月間の積算線量を個人被

ばく線量用広範囲用フィノレムバッジおよび熱蛍光線量

計 (TLD，UD-200S)を用いて測定を行った。中性子

線量測定は富士電機製， SM-401など中性子サーベイ

メータを用いて行った。

1) フィ Jレムノぜッジによる測定

第6表にフィルムバッジによる月間集積線量の測定

結果を示した。乙れによると原子炉施設における γ

線線量は原子炉運転の影響を受け，最高値は原子炉遮

蔽タンク側壁上部において，昭和55年12月の集積線量

250ミリレントゲン (mR)，年間集積線量は 1，115mR 

で，検出限界以下の結果は 5mRとして集積した。 ト

近畿大学原子力研究所年報

レーサー・加速器棟においてはもっとも高くて月間

30mRと比較的低く， 年間集積線量の最高は L-1，

L-2実験室において 110mRで昭和54年度に比較する

と約1/3であった。とれは実験室の利用にも影響する

が， RI実験室に一時保管される RI量が少なく，貯

蔵庫への保管が徹底したと思われる。なお原子炉施設

およびトレーサー・加速器棟内の加速器操作室など11

ケ所について中性子線用フィノレムバッジによる測定で

はいずれも月間10ミリレム以下であった。

2) TLD による測定

原子炉施設内 8点の月平均 γ 線線量率の年間変動

を第7表，第1図に示した。 TLDを用いて1ヶ月間

の集積線量を測定し， TLDの設置時間で割り線量率

第7蓑原子炉施設内のγ線線量率の変動

月間平均Y線線量率(μR/hr) 
測定点

範 囲 年平均値

No. 1 モ ーー タ 室 6.73- 9.93 8.09 

2 コ ン ト ロ 一 Jレ 室 7.68-12.0 9.58 

3 原子炉室入口付近 7.78-22.1 12.5 

4 核燃料物質貯蔵室入口 8.30-22.5 13.6 

5 中性子源照 射室 8.67-27.0 15.3 

6 核燃料物質使用場所 8.11-26.4 18.0 

7 原子炉遮蔽タンク上部 11.4 -260.2 80.2 

8 遮蔽タンク側壁南側 10.6 -274.7 93.7 

(正反jhr)

25 
T 

線

線 20

量

率

15 

No.l 

5 

昭和55年 昭和56年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2.1i 3月

第1・1図原子炉施設における月間平均γ線線量率の変動
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(pR/hr) (W.hr) 

400 

月

間
300延

熱

出
200力

01 ... 
昭和55年 昭和56年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第1-2図原子炉施設における月間平均γ線線量率の変動

(μR/h)を計算した。乙れによると原子炉室内の 6地

点 (No.3--8)の γ線線量率は原子炉の延熱出力量

量に比例して原子炉稼勤時間の多い9月にもっとも高

く，運転されていない4月.11月に最低，パックグラ

ウンドレベルを示した。同様にトレーサー・加速器棟

内13点の月平均 γ線線量率の変動を第8表， 第2図

に示した。最高値は RI貯蔵室前で月平均 γ線線量

率は 33.8μR/hrであった。

前項で測定に用いたフィルムバッジは個人被ばく線

量の監視用としては小型，堅牢で安価で，しかも種々

第8表 トレーサー棟内の Y線線量率の変動

月間平均γ線線量率 (μR/hr) 
調4

p足i司. 日1

範 囲 年平均値

No. 1 廊 F 12.6-29.5 17.7 

2 R 1実験室 (H-2室) 11.6-37.8 18.6 

3 今 (H-1室) 12.3-47.0 19.1 

4 。 (L-2室) 9.39-27.2 14.0 

5 " ( L-l室) 9.37-46.9 19.3 

6 加 速 器 操 作 室 7.82-13.2 11.4 

7 封ド 1.K ポ .、， プ 室 8.77-11.9 9.93 

8 封ド Aヌn. 機 械 室 8.27-11.6 9.64 

9 調t 定 室 8.14-14.3 9.32 

10 モ ーー タ 室 7.85-10.5 9.16 

11 R 実 験 丞..... 司・ 14.3-20.8 17.6 

12 R 1 実験室側廊下 9.19-17.1 12.1 

13 R 貯 蔵 主....... 前 12.8-62.9 33.8 
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(メボjhr)
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線
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η
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n
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線

量

率

川 N01

O 
昭和55年 昭和56年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2-1図 トレーサー棟における月間平均γ線線量率の変動

(，uRjhr) 

100 

y 

線

線

量

寧

0'"ーーョー
昭和55年 昭和56年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 z月 3月
第2-2図 トレーサー棟における月間平均γ線線量率の変動

第9表 TLDおよびフィルムバッジなどの測定結果の比較

照(m射R線/量hr率) 
広範囲用 T L D 電離箱式
フィルムノfッジ サーベイメータ

計測f直(mR/hr) K 計測{直(mR/hr) K 言十測{直(mR/hr) K 

310 349 0.89 315.0 0.98 378 0.82 

77.6 82.9 0.94 81.7 0.95 66.4 1.17 

34.5 39.0 0.88 38.2 0.90 34.0 1.01 

19.4 22.9 0.85 21.2 0.92 16.0 1.21 

8.62 9.5 0.91 9.45 0.91 8.18 1.05 

4.85 4.1 1.18 5.62 0.86 4.83 1.00 

平均値 一 0.94 一 0.92 一 1.04 

較正係数 (K)=照射線量率/計測値
- 69-
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第10表 綜合モニタによる原子炉施設における放射線管理記録

，疋..... 昭和55年 昭和56年 *5 
?stl I貢 目

4 -6月 7 -9月 10-12月 1 -3月 B. G. 

平均値 20.9 23.9 21.8 19.8 17.9 
原子炉室壁

最高値引 62.6 64.6 58.2 60.1 

Yエリ
平均値原千炉遮蔽 70.3 147.4 101.3 94.1 18.3 

タンク上部 最高値引 790 790 1000 1000 
μR/h) 

原子炉遮蔽 平均値 53.4 83.3 73.5 57.6 23.9 

タンク下部 最高値引 485 495 490 480 

*2 平均値 2.40 3.19 3.52 2.92 2.99 
排気口ダスト
(10一10μCi/cm3) 最高値 4.81 

14.5 7.，8③ 2 5.38 一(19，③) (33，@) (8，②) 

*2 平均値 1.31 1.17 1.89 1.45 1.41 
排気口ダスト
(10-11μCi/ cm3) 最高値 3.78 3.66 5.58 4.15 

排気口ガス*2
平均値 3.13 3.12 3.20 3.38 3.17 

(10-7μCi/cm3) 最高値 3.54 3.49 3.85 4.10 

水*3
平均値 6.74 6.86 7.28 7.29 6.97 

t10-6μCi/ me) 最高値 7.86 8.38 9.33 8.33 一
水*4 平均値 1.85 

(採水法)
2.21 0.77 0.97 

(10-8μ Ci/me) 最高値 3.22 2.2 t 1.01 1.21 

* 1 1日の平均の最高値 ( ) 警戒レベルを超えた回数

*2 天然のラドンおよびトロン系の崩壊産物を含む。

*3 廃液貯留槽Aー 2槽

*4 " A-4槽

*5 原チ炉運転1t止時のパックグラウンドレベル

‘0内は原子炉運転中回数

のフィ Jレムと適当なフィルターの使用により多目的に の点ですぐれている。

利用できるため， TLD による測定と一部併用して用 3) 連続放射線綜合モニタによる測定

いている。そ乙で 60CO(昭和51年1月， 20mCi)で標 原子炉室内の空間 γ線線量率の測定は電離箱式エ

準照射した TLD(松下電器製， UD-200S) と広範囲 リアモニタ(富士電機製，容量 51)により行い，放射

用フィルムバッジによる測定結果を比較し，第9表に 線測定記録を第10表に示した。乙のうち最高値は 1日

示した。 測定器はそれぞれ 3ケずつ用いたもので の平均 γ線線量率の3月間中のものを示している。

TLD についてはいずれも数箔以下のばらつきであっ TLD およびフィノレムバッジによる測定結果と異るが

たが，照射線量 4.85mR の場合はフィノレムバッジの 検出器の設置場所の違いおよび検出器の形状の差など

検出限界以下のため，そのばらつきは約50%となった。 が影響していると思われる。

それぞれ，照射線量に対する平均較正係数は 0.92 4) 原子炉1ワット運転中の線量測定

および 0.94と二法による測定結果は略一致したが， 原子炉運転中の原子炉遮蔽タンク上の γ線および

TLDの検出限界は 0.7mRlIと低レベルの測定には適 中性子線の測定をそれぞれ電離箱式サーベイメータ

しているが，フィ Jレムバッジについては測定可能範囲 (Aloka ICS-151)および中性子サーベイメータ (Fuji

ば 10mRより Rオーダ{まで巾広く， また記録保存 SM-401)，レムカウンター (LEF社， AN/PDR-70) 

- 70ー



Vol. 18 (1981) 

を用い，第11表に示した。測定位置は原子炉遮蔽タン

ク上の起動用中性子源挿入孔付近とし，炉上 4mの高

さまで垂直分布を示したもので，乙れによると遮蔽体

表面における線量は γ線線量率 35mR/hrおよび中

性子線量 12.2mrem/hrとなり，全線量率 47.2mR/

hrとなった。 乙の際中性子線量は中性子線サーベイ

メータによる測定値を「放射線障害防止法」告示別表

第5の換算係数により推定したものである。 レムカ

ウンターと中性子線サーベイメータの両計測値は 5

mrem/hr 以上ではほぽ10~ぢ前後の誤差で一致してい

る。 また原子炉運転中の原子炉施設屋根上の γ線線

量率分布を第3図に示した。

A旦4
N--十

近畿大学原子力研究所年報

0.13 

電離箱式サーベイメータ
(Aloka ICS-151) 

(mRjhr) 

第3図原子炉室の屋根上のγ線線量率分布図

S 

これによると原子炉中心上と思われる位置で高く約

0.6mR/hrであった。原子炉施設屋上は管理区域に指

定されているが，原子炉室吹抜部の屋根上は管理区域

外で若干の傾斜をもっ東側の高い片流れ型で立入不可

能であるが 1週48時間として線量は 30mR以下と

なる。また分布図は既報2】の原子炉室内の γ線線量

率分布図と同様若干南北に拡りを示している。中性子

線量については中心部で約 O.lmrem/hr、原子炉施設

屋上の管理区域内における γ線線量率の最高は 0.09

mR/hrであった。

排気ダストの放射能濃度は原子炉運転の有無にかかわ

らず連続吸引測定を行っているが， トレーサー棟は施

設使用時のみ吸引測定を行っている。

3.2 空気中および水中放射能濃度の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における排

気口の空気中放射能濃度は連続炉紙式ダストモニタ

(富士電機製)を用いて測定しそれらの結果を第四，

12表に示した。原子炉施設においては排気ガスおよび

原子炉施設の排気口ダスト βγ および α放射能濃

度は年間平均値で，それぞれ 3.0X 10-1乍Ci/cm3およ

び1.5x lO-llp，Ci/ cm3‘排気ガス βγ放射能濃度は3.2

X lO-~μCi/cm事と，いずれも原子炉運転休止時の放射

能濃度，すなわちパックグラウンドとほぼ同レベルで

天然のラドンおよびトロン系の崩壊産物を含む。トレ

ーサー棟内の吸引中の空気中放射能濃度 βγ およびα

第11表原子炉遮蔽タンク上の放射線量率分布

*1 中性子線東密度 *2
測定位置 γ線量率

(n/ cDI. sec) 

(表面よりの高さ :m) ( mR/ hr) 
熱中性子 速中性子

O 

1 

2 

3 

4 

35.0 100 (0.38) 100 (11.8) 

9.0 25 (0.10) 35 (4.12) 

5.0 9 (0.035) 15 (1.76) 

3.0 7 (0.027) 10 (1.18) 

2.0 4 (0.015) 4 (0.47) 

( )は線量当量， mrem/ hr 

* 1 電離箱式サーベイメータ (AIoka ICS -1 5 1 ) 
*2 中性子線サーパイメータ (Fuji SM -4 0 1 ) 

*3 レムカウンター (LEF AN/PDRー70 ) 
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についてはそれぞれ 10-11--10-乍Ci/cm3および 10-12

......10一llJLCi/cm3と変動，昭和55年1年間の平均値はそ

れぞれ 4.3x lO-1~μCi/cm3 および 8.0X lO-12，μCi/cm3

であった。なお綜合モニタの警戒レベノレに設定した管

理目標値は新設当時の短期間に測定したパックグラウ

ンドレベノレの標準偏差の3倍を，注目する接種の許容

濃度の10分の 1に加えたものにしている。原子炉施設

において響戒レベルを超えた場合は排気ガス，排水中

のβγ放射能についてはなく，排気ダスト α放射能に

ついても昭和55年11月に 4回あるが乙れはすべて運転

休止時であった。排気ダスト βγ については第10表に

示したように10--12月，とくに11月にもっとも多かっ

たが，運転休止中がほとんどでほぼ全体の 1割が運転

中，年間8回であったが， γ線スペクトノレ分析により

自然放射性核種以外の光電ピークは認められなかった。

排水中の放射能濃度は放射線管理設備の内，水モニ

タlとより連続測定するとともに排水溝へ放出する前に

採水法lとより行っている。試料は廃水槽より採水し，

科学技術庁による全ベータ放射能測定法に準拠し，処

理し蒸発乾因物を 21l'ガスフロー式ローパックグラウ

ンド計数装置 (AlokaLBC-451) Iとより測定し，放射

能濃度(全 β)に換算し第四表に示した。これによる

と原子炉施設については敷地外の陸水中の放射能濃度

と同レベ〉レであるが， トレーサー棟については前者の

第13表原子炉施設およびトレーサー棟における

廃水中の放射能濃度

年月
廃水中の全β放射能温度uo9Cilば)I 
原子炉施設 トレーサー棟

55.4....... 6 9.0 -32.2 (18.5 ) 18.9-27.7(24.3) 

7-9 18.9 -22.4 (21.2 ) 23.7-50.0(40.1) 

10.......12 4.14-10.44( 7.74) 26.2-31.2(28.1) 

56.1....... 3 8.14-12.14( 9.74) 21.0-30.5(24.2) 

一
) 平均値

2倍位を示す時もあったが，当所の調査レベルを超え

ることはなかった。また原子炉燃科タンク 2槽(容量

601ずつ)中の減速水(軽水)の全 β放射能濃度の変

動を第4図に示した。これによると原子炉稼動時間が

増加すると濃度も増大しているが，年4回減速材の交

換を行っているためはっきりしない。昭和55年11月

の交換日より次固まで 1週間毎に放射能濃度の経時変

化を第5図に示した。交換直後両タンクとも 7X10→

μCi/cm3であったが，原子炉稼動80時間で減速水中の

全β放射能濃度は N，Sタンクそれぞれ最高値1.6x
10-7 および 1.0x 10-7JLCi/cm3と運転時間とともに約

2桁増加している。水交換後26日--43日の間，運転を

第12表 R 1棟内の空気中放射能濃度 (μCi/cm
3 
) 

空気中放射能濃度 :βr (10 -11) 空気中放射能濃度 :α (}0-12) 
測定年月

吸引中飽和値 吸引10時間後 吸引中飽和値 吸引10時間後

昭和55年4月

5月 6.08--56.3 (23.0) 0.096-0.64 (0.391) 2.52-12.6 (6.38) 0.63-1.89 (1.14) 

6月 6.40-76.8 (26.4) 0.32-0.61 (0.410) 2.94-33.6 (8.23) 0.76-1.68 (1.05) 

7月 1.60-73.6 (35.4) 0.29-1.28(0.499) 2.52-10.5 (6.01) 0.42-3.57 (0.92) 

8月

9月 6.4 -89.6 (50.8) 0.32-0.64(0.499) 1.68-12.6 (7.77) 0.84-1.68 (1.22) 

10月 1.15-172.8 (51.9) 0.48--1.34(0.890) 1.89-21.0 (7.43) 0.76-2.52 (1.51) 

11月 18.6-140.8 (59.4) 0.16--1. 60 (0. 928) 0.88-18.9 (1.03) 0.42--3.57 (1.47) 

12月 2.24-86.4 (36.2) 0.38-1.09(0.889) 2.94-12.6 (7.6 ) 0.92-7.14 (1.22) 

昭和56年1月 12.8--86.4 (39.8) 0.45--0.90(0.582) 2.94--10.9 (6.05) 0.84-5.88 (1.18) 

2月 12.8--275.2 (63.4) 0.35-1.28 (0 .557) 2.52-37.8 (12.0) 0.63-5.04 (1.39) 

3月 10.2--96.0 (44.9) 0.38-0.96(0.550) 3.36-14.7 (7.73) 0.76-6.30 (1.18) 

) 内平均値
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(W.hr) 原子炉延熱出力

O 

(ρCijcm3) 

10-9 
昭和55年 昭和56年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第4図減速水中の全β放射能濃度

(10-'μCijcm') 

(W.hr) 

100 500 

o o 
o 10 20 30 40 50 60 70 

減速水交換後の日数 (日)

第5図減速水交換後の放射能濃度の経時変他

計

数

寧 10

10 20 30 

経過日数

40 
(日)

第6図減速水の全β放能射減衰曲線
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第7図 減速水のγ線スペクトノレ

休止しているし，短半減期の生成核種の減衰のため以

後ほぼ飽和に達している。全β放射能の減衰曲線を第

6図に示した。とれによると半減期は約20時間と14日

となり，長半減期成分(14日)は後述の理由により 32p

と推定される。 また第7図に示した γ線スペクトノレ

より推定される放射性核種はパックグラウンドの γ線

スペクトノレと比較して 40K，208Tl， 214Pb， 214Bi， 228Ac 

などの自然放射性核種以外には 65Znが推定され，その

他の有意な検出はされていない。 UTR-Kinkiの燃料

タンクおよび燃料要素の被覆材(~、ずれもアルミニウ

ム〉の腐蝕の進行を防止するために昭和38年の一時期

約 10ppmのリン酸を減速水に添加処理している。そ

の時生じたりン酸アルミニウム被膜その他不純物が長

期に渉たりわずかずつ溶解し，原子炉運転により放射

化され， 減速水中の全 β放射能濃度が増加したもの

と思われ 65Znについては Al中の不純物の放射化に

よると思われる。

3.3 表面汚染密度の測定

測定は定期的にサーベイ法およびスミア法によって

行われている。スミア法の場合の測定はアロカ製ロー

ノイックグラウンド計数装置 (LBC-45I)によって，ま

た加速器室内における 3Hの汚染の有無については，

ノfッカード社製液体シンチレージョン計数装置 (Tri'7

carb 3380)によって 1ヶ月に 1回行った。スミア

法による原子炉施設およびトレーサー棟における全β

表面汚染密度の測定結果を第14，15表に示した。

これによると原子炉施設については最大1.4x10→

第14表 スミア法による原子炉施設における全β表面汚染密度

No. 測定位置
( 10-8μCiI cm2 

1 西側 床 B G-1.38 
モニタ室
2 東側 床 B G -1.38 

3 床 B G-1.09 
天 秤 主----

4 サイドテープル B G-1.38 

5 床 B G-1.02 
調リ ，疋.L，. 室
6 サイドテープル 2.51-136 

7 j定 し B G -4.61 
日音 室
8 床 BG-1.17 

9 廊 下 床 B G-1.25 

10 遮蔽タンク上 B G -1.57 
原子炉室
11 床 B G -1. 75 

12 床 B G-1.02 
核燃料保管場所
13 入口附近 B G-1.07 

14 コントロール室 床 B G-1.05 

15 排気機械室 ダクト附近 B G-0.97 

16 排水ポンプ室 ポンプ上 B G-1.90 

17 入口・床 B G-1.21 
核燃料取扱場所
18 床 B G-1.20 

BG:ノfックグラウンドレベル

円
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第15表 スミア法によるR1トレーサー・加速器棟

における全β表面汚染密度

No. 測定位置
全β表面汚染密度

(10-7μ C i/cm2) 

1 i斑 し 0.021-2.54 
R 1実験室
2 床 0.040 -46.8 

3 ドラフト 1.31 -8.19 
高レベル実験室
4 流 し 0.0068-5.95 
(H-2室)

5 床 0.117 -2.37 

6 ドラフト 0.021 -2.29 
高レベル実験室
7 流 し 0.202-0.850 
(H-1室)

8 床 0.049 -12.9 

9 ドラフト 0.031 -2.84 
低レベル実験室
10 流 し B G-3.86 
(L-2室)

11 床 0.149 -42.0 

12 ドラフト 0.094 -9.03 
低レベル実験室
13 j斑 し 0.013-0.632 
(L-1室)

14 床 0.118 -11.9 

15 床 BG-4.60 
調4 ，疋.... 室
16 サイドテープル B G-0.147 

17 南側 床 0.044 -10.6 
廊 下
18 北側 床 BG-0.474 

19 排気機械室(2F) ダクト附近 B G -0.165 

20 排水ポンプ室 ポンプ附近 B G -0.179 

21 ターゲット附近 0.0068 -2.36 

22 ポンプ(拡蔽)附近 BG-24.7 

23 加速器室 ポンプ附近 B G-0.546 

24 ポンプ下床 1.26 -13.2 

25 入口 床 4.15 -1030 

μCi/cm2までの範囲に変動し，調査レベルを超える値

はなかったが，測定室の実験台上の表面汚染密度が年

間を通じ 10-8--10-乍Ci/cm2と炉室の床など他の測定

点における値が --10-乍Ci/cm2 であったのに比べて

2桁高いレベルを示している(第8図参照)。 との試

料の β 放射能減衰曲線を第9図に示した。乙れによ

ると半減期は約30分および10時間などで，また γ 線

近畿大学原子力研究所年報

(μCi/cm2) 

表

面

汚

染 10-7

密

度

10→ 

10-9 

第8図原子炉施設における表面汚染密度の変動

数

10 

採取後の経過時間

第9図表面汚染試料(プラスチック板)の放射能減衰曲線

スペクト Jレ測定lとよりパックグラウンドと同様のパタ

ーンを示しているので，自然放射性核種 RaAおよび

ThA の娘核種であると推定される。この実験台上は

ビニーJレジートが張られており，原子炉施設の換気流

により，ビニーJレシート上に，自然放射性核種の降下，

静電効果による吸着で，高い値を示しているものと思

われる。

トレーサー棟内の各 RI実験室の床の表面汚染密度

を第10図に示したが，乙れによると10→--10-弘Ci/cm2

F
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の範囲で変動した。 RI実験室の月間延使用回数を併

記したが，実験の集中した 6，7月および年末に上昇

がみられる。各実験室の流しおよびドラフト内の表面

第16表 スミア法によるR1トレーサ ・加速器棟

1-おける3H表面汚染密度

測定年月

昭和55年4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

昭和56年1月

(μCi/cm2) 

10-8 

表

面

汚

染

密 10-_7

皮

10-8 

10町'

2月

3月

加速器月間延運転時間
3
H表面汚染密度 l

(h) (lO
7 C i I cm2) 

O 1.86 -19.1 

O 0.143 -820 

O 0.177 -16.6 

。 0.0025-19.2 

O 0.168 -131 

O 0.437 -22.7 

。 0.073 -51.9 

O B G-641 

4.45 0.013 -10.4 

14.23 0.032 - 3.88 

1.42 B G -20.7 

。 一

昭和55年 昭和56年
4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月

第10図 トレーサー棟・床における表面汚染密度
の変動および使用頻度

汚染密度の変動を第11，12図に示し，これによると，

それぞれのレベルは --10-弘Ci/cm2 および--10-乍Ci

/cm2であった。また加速器室内の 3Hの表面汚染密

度の変動を第16表，第四図に示した。加速器本体およ

びその附近の床など 5点における 3H表面汚染密度は

1O-8--1O-4p.Ci/ cm2 と加速器の使用がなかった昨年度

と同程度で，調査レベル近くの値を示したのが2回ほ

(μCi/cm2) 

表

面 10-7

汚

染

密

度

10-9 

第11図 トレーサー棟・流しの表面汚染密度の変動

(μCi/cm2) 

表

面 10・7

汚

染

密

度

10→ 
昭和55年 昭和56年
4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月

第四図 トレーサー棟ドラフト内の表面汚染密度

の変動
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(μCi/cm2) 

10-5 

表 10-8
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第四図加速器室における 3H表面汚染密度の変動

どあったが湿らせたウエースによる除染により簡単に

10-乍Ci/cm2に低下した。

また昭和55年7月に加速器室内の 3Hの表面汚染密

度の分布を第14図に示した。これによると最高は 7X

10-弘Cijcm2であったが，入口附近は比較的低く，分

布に規則性は認められず，やはり室内専用スリッパに

より拡散をしているものと思われる。

昭和55年度に発生した放射性表面汚染の異常事例は

1件で9月にトレーサー棟前，通路に施設内で実験処

理したトリチウム溶液を測定のため試料瓶に入れ，運

搬中転倒しゆるんだ蓋より液体ジンチレータ約 10ml

がとぼれた。推定試料総放射能は約10一弘Ciで，汚染

個所 (200cm'りの土壌を深さ約 2cm採取し，一部を

測定した結果 10-乍Ci/cm2 となったが，乙れらはす

べて保管廃棄した。汚染部は明瞭に判別出来，完全に

処理出来た。運搬時の試料の密封性の不完全，運搬容

器および運搬時の不注意など挙げられるが，測定装置

を同施設内に移動し，設置するため測定室の整備を考

え，昭和57年3月には施設の増改築がなされる計画が

進められた。

4. 野外管理

Field Monitoring 

野外管理は原子炉施設保安規定11:定めるサンプリン

グ地点において，環境 γ線線量率および陸水，植物，

近畿大学原子力研究所年報

入口

6.4. 
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694・ 19・
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7.8・ 6.7・

32 ・[~~
第14図加速器室内の表面汚染分布図
(単位:1O-7pCi/cm2) (855.7.28測定〉

土壌などの環境試料中の全β放射能濃度を3ヶ月に1

回測定を行った。

4.1 環境r線線量率
環境 γ線線量率は TLD(松下電器製 UIト200S)

を用いて.11サンプリング地点に 1ヶ月設置して月平

均γ線線量率で年間の変動を第四表，第15図に示し

た。この結果によると原子炉周辺監視区域内のγ線線

量率は7.0--11.1pR/hrに，原子炉施設敷地外のモニ
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第17表環境Y線線量率の変動
(昭和55年4月~昭和56年3月)

No. 測 定 位 置 範囲(μR/hr) 年平均値(μR/hr)

※ 

1 原子炉より北西 4ωn 6.96-10.51 8.46::1:0.93 

2 原子炉より北東 5仇n 858-11.12 9.77土0.81

3 原子炉より南西 50m 7.82-10.76 9.03土0.82

4 原子炉より南東 50m 7.16- 9.88 8.93::1:0.74 

5 原子炉より南 30印n 5.95- 8.83 6.88::1:0.74 

6 原子炉より東 30印n 7.85- 9.28 8.61士0.45

7 原子炉より北東 150仇n 7.22-10.40 8.64::1:1.08 

8 原子炉より北西 50伐n 7.54-11.27 8.63土1.13

9 原子炉より北東 700m 8.20-10.44 9.57土0.60

10 原子炉より西 90加 6.73- 8.93 7.71::1:0.68 

11 原子炉より北西 (5F)5伽E 7.74-10.08 8.64土0.80

TLD (CaSO.: Tm ，松下電器製，UDー2008)による測定。
※ 12ヶ月間の測定値の標準偏差
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第四-1図 周辺監視区域内における空間線量率の変動
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第15-2図野外モニタリングポストにおける空間線量率の変動
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第16図 モニタリングポストの材質による影響
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第17図 コントロール値の変動

第18表陸水の放射能(昭和55年4月~昭和56年3月)

採 水 地
蒸発残法量 カリウム含有量 全β放射能温度

(聞/1，) (mg / 1， ) (10-9 .uCi/ J) 

上小阪下水処理場
168.7-412.2 6.0-11.4 3.23-11.3 
( 253.8) (8.37) (6.16) 

原子力研究所前
149.4-必4.9 8.75-31. 6 6.35-23.4 
( 374.5) (18.5) (16.7) 

)内平均値

篇19表植物の放射能(昭和55年4月~昭和56年3月)

採取地 種 類
生体水分 乾物当灰分 灰分当カリウム 全β放射能漣度

( % ) ( % ) ( % ) (loki/州灰分)

上小阪下水処理場
ねずみがや 61.7-91.3 9.9-18.9 13.6-23.。日.1-83.9 
きょうちくとう (8仏0) (13.8) (17.3) (63.5) 

原子力研究所前
ねずみがや 77.9-97.8 12.8-20.9 21. 6-33. 8 93.1-176.9 
きょうちくとう (87.7) (15.2) (28.0) (126.4) 

RI棟附近 おおあわだちそう
77.0-87.2 12.1-14.7 9.4-25.5 105. 1-133. 7 
(80.9) (13.2) (19.0) (117.9) I 

第却妻枕泥土の放射能(昭和日年4月~昭和田年3月)

採取地
全9放射能漫度
(10-5μCi/s∞m乾土)

上小阪下水処理場
0.78 -1.40 (1.05) 

処理槽内

原子力研究所前下水溝 1.04 -1.08 (1.06) 

( )平均値
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タリング地点では 6.0--11.3μR/hrの範囲に変動し，

ほぼ同レベノレであった。また昭和54年8月に一部の測

定地点CNo.1， 2， 4， 7， 9)について木製百葉箱(内

寸 30cm立方)に変更した。 5地点以外で使用してい

るポリ瓶による測定器の設置と百葉箱内での設置との

測定値の比較を原研構内の測定点 (No.1)で行い，

昭和55年4月により約1年間の環境γ線線量率の変動

を第16図に示した。これによると 7.0--10.5，μR/hrに

変動し，百葉箱およびポリ瓶について年間平均線量

率はそれぞれ8.5.μR/hrで，両者は環境条件による変

動の範囲内で一致している。鉛遮蔽体 (50mm厚)内

に TLD素子を設置し，宇宙線硬成分およびTLD自

己汚染成分の放射線寄与(コントロール値)を測定

し， 同室のアクリノレ樹脂製デシケータ中に設置した

TLD Iとより測定した γ線線量率の年間変動を第四図

に示した。 乙れによるとコントロール値は 3.2--5.2

uR/hr に変動し，後者は 7.5--12.3μR/hrとなり，

コントローノレ値は全体の約30--50%を占めている。ま

た1ヶ月おきに線量率が変動しているのは TLD素子

を1ヶ月間隔で交互に使用しているもので TLDのケ

ースに由来する自己放射能値の差によるものと思われ

るが，現在 TLDケースのコントロール値の個体差に

ついて検討中である。

4.2 環境試料

原子炉施設およびトレーサー棟よりの排水系路に沿

ったサンプリング地点で採取した環境試料中の全β

放射能濃度の測定結果を第18--20表に示した。陸水中

の放射能濃度については例年通り，排水中のカリウム

含有量が高い関係で原子力研究所前下水が若干高かっ

近畿大学原子力研究所年報

たが，調査レベノレ以上は皆無であった。植物試料につ

いては葉部のみを用いた。放射能濃度は植物の種類，

部位およびその他生育している環境条件などによって

そのレベルも変動するが，いずれも調査レベルを超え

る試料はなく，過去十数年間のパックグラウンドレベ

ルの範囲であった。

排水系路に沿った原子力研究所前排水溝および上小

阪下水処理場の処理槽における沈泥土中の全β放射能

は約1.0xlO一弘Ci/500mg乾土であった。(第20表)

5. まとめ

Conclusion 

昭和55年度の原子炉施設およびトレーサー棟におけ

る放射線管理に関する結果の概要を報告したが，特に

問題となる事例はなかった。なお両施設内の管理区域

における空間γ線線量率および表面汚染密度の測定結

果は両施設の入口の掲示板に示し，管理区域内の作業

環境における放射線レベルおよび汚染の有無の把握を

実験者に徹底するよう努めている。
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